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　皆様こんにちは．名古屋大学大学院理学研究科の奥
住聡と申します．2010年3月に京都大学大学院人間・
環境学研究科にて博士号を取得し，4月より日本学術
振興会特別研究員-SPD として現在の所属にて研究を
しております．
　私の現在の研究テーマは惑星形成理論です．具体的
には，惑星形成過程に対するダストの静電気力の影
響の解明[1, 2, 3, 4] や，ダストアグリゲイトの内部構
造進化のモデル化[5] に取り組んできました．最近は，
円盤乱流とダストの進化の関わりにも興味を持ち始め，
海洋研究開発機構の廣瀬重信主任研究員と協力して研
究を進めています．こちらの進展については本号に紹
介記事を書かせていただきましたので，お時間のある
ときにぜひご覧下さい．
　現在は惑星科学会に参加させていただいていますが，
ここに至るまで若干長い「寄り道」がありました．こ
こでは，自己紹介ということでその経緯についてお話
しさせていただきたいと思います．
　私と惑星科学との初めての接点は，小学生の頃に読
んだ『宇宙はこうなっている―宇宙船の旅・太陽系か
ら深宇宙まで』[6] という1 冊の本でした．この本は
新聞の科学記事をまとめたもので，宇宙船に乗ったわ
れわれ読者が太陽系の惑星や衛星をひとつひとつ訪ね
て行き，さらには太陽系を離れてついにはパルサーや
ブラックホールに至るという，大変に壮大な構成であ
りました（残念ながら，系外惑星系はまだ旅の行き先
には含まれていませんでした）．それぞれの天体に対
する詳しい解説だけでなく，その異形を表す大きなイ
ラスト（CGでなく手書き，やや劇画調）までついてお
り，幼少の私は知的好奇心を大いにかきたてられまし
た．「エウロパには水がある」などというくだりは子
供ながらに大変に興奮したことを記憶しています．

New Face

　奥住　聡（名古屋大学大学院理学研究科）

　ところが，その本には，小学生の私にとって惑星や
衛星よりもさらに強い衝撃を与える天体がありまし
た．それは旅の終わりに姿を現すブラックホールでし
た．さらに，別の1冊の衝撃的な本[7] から，そのブラ
ックホールは相対性理論と呼ばれる何やら凄そうな理
論の産物であることを知り，ぜひとも相対論の学者に
なろうと決め込みました．これが私の，今から思えば

「寄り道」の始まりとなりました．
　大学に入って相対論・宇宙論の研究室の門をたた
き，念願の相対論とブラックホールの研究を初めまし
た．卒業研究から修士論文にかけて取り組んだテーマ
は，「ブラックホールのシミュレーターを流体でつく
る」というものです．これは決して怪しいものではな
く，一般相対性理論で予言されているブラックホール
まわりでの電磁波や重力波の放出現象を，超音速流中
の音波を使って検証するというものです（興味を持た
れた方はぜひ解説記事[8, 9] をご覧下さい）．相対性理
論だけでなく流体力学も習得している必要があり，勉
強するのには苦労しましたが，工学部と共同して風洞
実験を行うなど他の研究テーマでは到底得られないよ
うな貴重な経験をすることができました．何よりも貴
重だったのが，専門外のことであっても何でも挑戦し
てみるべきだということを，身をもって知ることがで
きたことです．okuzumi@nagoya-u.jp

■2011遊星人Vol20-1製版.indd   78 2011/03/16   18:45:18



79New Face

　このまま相対論の研究を続けて行こうと思っていた
M2の頃，惑星科学との再会の機会が訪れました．指
導教員であった阪上雅昭教授から，「惑星形成をやっ
てみないか」と勧誘を受けたのです．実はM1のときに，
別の研究室の同期[10] らと一緒に惑星形成の研究会に
参加させてもらったことがあり，惑星形成論には一度
だけ触れていました．正直に言いますと，初めは，物
理に限らず理科4科目総動員という印象で，研究する
のは大変そうだなあと感じていました．ただ，指導教
員の熱心な勧めと，上で述べたような経験もあり，い
ろいろな切り口の研究に挑戦できそうな惑星形成論は
むしろ魅力的だと考えるようになりました（指導教員
も，そのほうが私に向いていると考えて勧めてくれた
ようです）．ブラックホールの淵から太陽系へと戻っ
てきた瞬間でありました．
　長くなりましたが，こういった経緯を経て，D1の
半ば頃から私は惑星形成の研究を始めるようになりま
した．残念ながら，研究の滑り出しはあまり良いもの
ではありませんでした．ダストの帯電に対して漠然と
した興味があり，惑星形成過程で何か重要な役割を果
たさないものかとひとり考えはじめたのですが，そも
そもダストというものに対しての知識が十分になく，
半年ほど費やしても具体的な研究の方向を見出すこと
ができませんでした．アイデアを具体化して研究成果
を挙げることができたのは，北海道大学低温科学研究
所雪氷惑星グループ（当時）のもとに年に何度も長期滞
在させていただき，メンバーの皆さんと議論すること
ができたおかげです．この場を借りてお礼を申し上げ
ます．新しいことに手を出すのは大事だが，まずはそ
の道のプロとよく議論して，しっかりとした参入戦略
を練らなければならないということを新たに学びまし
た．
　連合大会や秋季講演会に参加するようになって，惑
星科学という名前のもとに展開される研究の多彩さに
あらためて驚かされます．隕石の話などはこれまで全
く触れる機会がなく，そこから引き出される情報の多
さをようやく認識するようになりました．理論に閉じ
こもらず，こういった状況証拠にも常に目を向けなが
ら，研究を進めていかなければならないと感じていま
す．
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